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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影動作の開始に連動した第１の効果音と撮影動作の終了に連動した第２の効果音との
発音処理を行う発音処理手段と、
　撮影動作の開始の際に、当該撮影動作の前に行われた撮影動作の終了に連動した前記第
２の効果音が発音しているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段によって前記第２の効果音が発音していると判定された場合は、前記第１
の効果音の発音処理を行わない、あるいは発音している前記第２の効果音を停止するよう
制御する制御手段と
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記判定手段によって前記第２の効果音が発音していると判定された
場合は、発音している前記第２の効果音を停止し、かつ前記撮影動作の開始に連動させて
前記第１の効果音の発音処理を行うよう制御することを特徴とする請求項１記載の撮像装
置。
【請求項３】
　撮影動作の開始を示す第１の効果音と撮影動作の終了を示す第２の効果音との発音処理
を行う発音処理手段と、
　撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間に要する時間を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得した時間に応じて、撮影動作の終了を示す前記第２の効果音
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の発音処理を、中断することなく次回の撮影動作の開始までに終了するように行うよう制
御する制御手段と
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像装置はさらに、
　前記取得手段によって取得した時間が、前記第２の効果音の発音処理を中断することな
く行うのに必要な時間より短いか否かを判定する判定手段と、
　前記制御手段は、前記判定手段によって前記取得手段によって取得した時間の方が短い
と判定された場合に、撮影動作の終了を示す前記第２の効果音の発音処理を当該撮影動作
終了より早く開始することを特徴とする請求項３記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮像装置はさらに、
　発音処理を中断することなく行うために要する時間が異なる複数の効果音の音声データ
を読み出し可能な読み出し手段を有し、
　前記制御手段は、前記取得手段によって取得した時間に応じた効果音の音声データを前
記第２の効果音として選択し、前記選択した効果音の音声データを前記読み出し手段によ
って読み出し、撮影動作の終了に連動して前記選択した効果音の音声データの発音処理を
行うよう制御することを特徴とする請求項３記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像装置はさらに、
　効果音の音声データを、音程を変えずに再生スピードを変更して再生する時短再生手段
を有し、
　前記制御手段は、前記取得手段によって取得した時間に応じた再生スピードで前記第２
の効果音の音声データを前記時短再生手段によって再生するよう制御することを特徴とす
る請求項３記載の撮像装置。
【請求項７】
　効果音の発音処理を行う発音処理手段と、
　撮影動作の開始に連動して前記発音処理手段による第１の効果音の発音処理を行い、撮
影動作の終了に連動して前記発音処理手段による第２の効果音の発音処理を行うよう制御
する制御手段とを有し、
　前記制御手段は、前記発音処理手段が、
　前記第２の効果音の発音処理中に撮影動作が開始された場合、
　前記第１の効果音を前記第２の効果音と重ねて発音処理するよう制御することを特徴と
する撮像装置。
【請求項８】
　前記撮影動作は露光動作であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載
の撮像装置。
【請求項９】
　撮影動作の開始に連動した第１の効果音と撮影動作の終了に連動した第２の効果音との
発音処理を行う発音処理工程と、
　撮影動作の開始の際に、当該撮影動作の前に行われた撮影動作の終了に連動した前記第
２の効果音が発音しているか否かを判定する判定工程と、
　前記判定工程によって前記第２の効果音が発音していると判定された場合は、前記第１
の効果音の発音処理を行わない、あるいは発音している前記第２の効果音を停止するよう
制御する制御工程と
を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１０】
　撮影動作の開始を示す第１の効果音と撮影動作の終了を示す第２の効果音との発音処理
を行う発音処理工程と、
　撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間に要する時間を取得する取得工程と、
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　前記取得工程によって取得した時間に応じて、撮影動作の終了を示す前記第２の効果音
の発音処理を、中断することなく次回の撮影動作の開始までに終了するように行うよう制
御する制御工程と
を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１１】
　効果音の発音処理を行う発音処理工程と、
　撮影動作の開始に連動して前記発音処理工程による第１の効果音の発音処理を行い、撮
影動作の終了に連動して前記発音処理工程による第２の効果音の発音処理を行うよう制御
する制御工程とを有し、
　前記制御工程は、前記発音処理工程において、
　前記第２の効果音の発音処理中に撮影動作が開始された場合、
　前記第１の効果音を前記第２の効果音と重ねて発音処理するよう制御することを特徴と
する撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、
　撮影動作の開始に連動した第１の効果音と撮影動作の終了に連動した第２の効果音との
発音処理を行う発音処理手段、
　撮影動作の開始の際に、当該撮影動作の前に行われた撮影動作の終了に連動した前記第
２の効果音が発音しているか否かを判定する判定手段、
　前記判定手段によって前記第２の効果音が発音していると判定された場合は、前記第１
の効果音の発音処理を行わない、あるいは発音している前記第２の効果音を停止するよう
制御する制御手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータを
　撮影動作の開始を示す第１の効果音と撮影動作の終了を示す第２の効果音との発音処理
を行う発音処理手段、
　撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間に要する時間を取得する取得手段、
　前記取得手段によって取得した時間に応じて、撮影動作の終了を示す前記第２の効果音
の発音処理を、中断することなく次回の撮影動作の開始までに終了するように行うよう制
御する制御手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項１４】
　コンピュータを、
　効果音の発音処理を行う発音処理手段、
　撮影動作の開始に連動して前記発音処理手段による第１の効果音の発音処理を行い、撮
影動作の終了に連動して前記発音処理手段による第２の効果音の発音処理を行うよう制御
する制御手段
として機能させ、
　前記制御手段は、前記発音処理手段が、
　前記第２の効果音の発音処理中に撮影動作が開始された場合、
　前記第１の効果音を前記第２の効果音と重ねて発音処理するよう制御することを特徴と
するプログラム。
【請求項１５】
　コンピュータを、
　撮影動作の開始に連動した第１の効果音と撮影動作の終了に連動した第２の効果音との
発音処理を行う発音処理手段、
　撮影動作の開始の際に、当該撮影動作の前に行われた撮影動作の終了に連動した前記第
２の効果音が発音しているか否かを判定する判定手段、
　前記判定手段によって前記第２の効果音が発音していると判定された場合は、前記第１
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の効果音の発音処理を行わない、あるいは発音している前記第２の効果音を停止するよう
制御する制御手段
として機能させるためのプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
【請求項１６】
　コンピュータを
　撮影動作の開始を示す第１の効果音と撮影動作の終了を示す第２の効果音との発音処理
を行う発音処理手段、
　撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間に要する時間を取得する取得手段、
　前記取得手段によって取得した時間に応じて、撮影動作の終了を示す前記第２の効果音
の発音処理を、中断することなく次回の撮影動作の開始までに終了するように行うよう制
御する制御手段
として機能させるためのプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
【請求項１７】
　コンピュータを、
　効果音の発音処理を行う発音処理手段、
　撮影動作の開始に連動して前記発音処理手段による第１の効果音の発音処理を行い、撮
影動作の終了に連動して前記発音処理手段による第２の効果音の発音処理を行うよう制御
する制御手段
として機能させ、
　前記制御手段は、前記発音処理手段が、
　前記第２の効果音の発音処理中に撮影動作が開始された場合、
　前記第１の効果音を前記第２の効果音と重ねて発音処理するよう制御することを特徴と
するプログラムを記録したコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置による撮影時の撮影期間に連動したシャッター効果音制御方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラでは、撮像素子の露光時間を電気的に制御することで被写体を撮影する
ため、機械的なシャッター音はほとんど発生しない。そこで従来、露光開始のタイミング
と露光終了のタイミングで、あらかじめメモリに格納されたシャッター効果音を出力する
ことで、露光期間を把握しやすくするという提案がされている。
【０００３】
　例えば特許文献１では、露光開始効果音の出力を停止して露光終了効果音を出力する方
法や、露光開始または露光終了のいずれかのタイミングのみで所定のシャッター効果音（
例えば「カッシャーン」）を出力する方法が示されている。
【０００４】
　また特許文献２では、シャッター終了の効果音を連写スピードに合わせて再生すること
で連写速度を撮影者に認識させる方法が示されている。
【０００５】
　一方、近年、撮像素子からの露光データの読み出し、現像、圧縮、記録といった撮影後
の処理の速度が飛躍的に向上しており、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間を
短くして連続した撮影を行うことが可能となっている。
【特許文献１】特登録０３６３２６６８
【特許文献２】特開２０００－３０７９０２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかしながら、上記従来例では、連続する撮影動作を行った場合の各撮影間相互の影響
が考慮されていなかった。したがって、近年、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの
期間を撮影動作終了を示す効果音の長さよりも短くして連続的な撮影を行うことが可能と
なっているが、この場合に各撮影動作の終了を示す効果音をいかに発音するかの提案はな
されていなかった。そのため、従来は撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間が短
い連続的な撮影において、各撮影動作をシャッター効果音から判断できるようにするのは
困難であった。
【０００７】
　そこで本発明では、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間が短い連続的な撮影
においても、撮影動作を効果音から認識可能な発音を実現する撮像装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１による撮像装置は、
　撮影動作の開始に連動した第１の効果音と撮影動作の終了に連動した第２の効果音との
発音処理を行う発音処理手段と、
　撮影動作の開始の際に、当該撮影動作の前に行われた撮影動作の終了に連動した前記第
２の効果音が発音しているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段によって前記第２の効果音が発音していると判定された場合は、前記第１
の効果音の発音処理を行わない、あるいは発音している前記第２の効果音を停止するよう
制御する制御手段と
を有することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の請求項３による撮像装置は、
　撮影動作の開始を示す第１の効果音と撮影動作の終了を示す第２の効果音との発音処理
を行う発音処理手段と、
　撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間に要する時間を取得する取得手段と、
　前記取得手段によって取得した時間に応じて、撮影動作の終了を示す前記第２の効果音
の発音処理を、中断することなく次回の撮影動作の開始までに終了するように行うよう制
御する制御手段と
を有することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の請求項９による撮像装置は、
　効果音の発音処理を行う発音処理手段と、
　撮影動作の開始に連動して前記発音処理手段による第１の効果音の発音処理を行い、撮
影動作の終了に連動して前記発音処理手段による第２の効果音の発音処理を行うよう制御
する制御手段とを有し、
　前記制御手段は、前記発音処理手段が、
　前記第２の効果音の発音処理中に撮影動作が開始された場合、
　前記第１の効果音を前記第２の効果音と重ねて発音処理するよう制御することを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間が短い連続的な撮影に
おいても、撮影の動作状態を認識可能な効果音の発音を実現することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１４】
　［システム構成］
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　図１（ａ）は本発明の撮像装置の一実施例としてのデジタルカメラの外観図であり、図
１（ｂ）は本発明の撮像装置の一実施例としてのデジタルカメラの構成ブロック図である
。
【００１５】
　図１（ａ）において、２８は画像表示部であり、画像や各種情報を表示する。６１はシ
ャッターボタンである。６０はモード選択スイッチであり、デジタルカメラ１００におけ
る各種モードを切り替える操作部である。より具体的には、静止画記録モード、動画記録
モード、再生モード等のモードの切り替えが可能である。１１１は接続ケーブルであり、
デジタルカメラ１００と外部を接続する。１１２はコネクタであり、接続ケーブル１１１
とデジタルカメラ１００とを接続する。７０は操作部であり、ユーザからの各種操作を受
け付ける。操作部７０は図示の各種ボタンや、画像表示部２８の画面上に設けられたタッ
チパネル等の操作部材を有する。操作部７０の各種ボタンとは、具体的に例示すると、消
去ボタン、メニューボタン、ステップＳＥＴボタン、十字に配置された４方向ボタン（上
ボタン、下ボタン、右ボタン、左ボタン）、ホイール７３等である。２００はメモリカー
ドやハードディスク等の記録媒体である。２０１は記録媒体スロットであり、記録媒体２
００を格納する。記録媒体スロット２０１に格納された記録媒体２００は、デジタルカメ
ラ１００との通信が可能となる。２０３は記録媒体スロット２０１の蓋である。
【００１６】
　図１（ｂ）に示すデジタルカメラの構成ブロック図について説明する。
【００１７】
　５０はデジタルカメラ１００全体を制御するシステム制御回路である。システム制御回
路５０は、不揮発性メモリ３１等に記録されたプログラムを実行することで、後述する実
施例の各処理を実現する。
【００１８】
　１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を備えるシャッター、１４は光学像を電気信号に変
換する撮像素子、１６は撮像素子１４のアナログ信号出力をデジタル信号に変換するＡ／
Ｄ変換器である。
【００１９】
　１８は撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信号
を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０に
より制御される。
【００２０】
　２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２
からのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。
【００２１】
　また、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行
い、得られた演算結果に基づいてシステム制御回路５０が制御を行いＡＦ（オートフォー
カス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理を行っている。さ
らに、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い
、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行
っている。
【００２２】
　２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理
回路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を
制御する。
【００２３】
　Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して、或いは
Ａ／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ２４或い
はメモリ３０に書き込まれる。
【００２４】
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　２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２８はＴＦＴ　ＬＣＤ等から成る画像表
示部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変換器２６
を介して画像表示部２８により表示される。
【００２５】
　画像表示部２８を用いて撮像した画像データを逐次表示すれば、電子ファインダー機能
を実現することが可能である。
【００２６】
　また、画像表示部２８は、システム制御回路５０の指示により任意に表示をＯＮ／ＯＦ
Ｆすることが可能であり、表示をＯＦＦにした場合にはデジタルカメラ１００の電力消費
を大幅に低減することが出来る。
【００２７】
　３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像
や所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶量を備えている。これにより、複数枚の静
止画像を連続して撮影する連写撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書き
込みをメモリ３０に対して行うことが可能となる。
【００２８】
　また、メモリ３０はシステム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能であ
り、システム制御回路５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ３１等から読み出した
プログラム等を展開することも可能である。
【００２９】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）、ウェーブレット変換等により画像データを
圧縮伸長する圧縮・伸長回路であり、メモリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理
或いは伸長処理を行い、処理を終えたデータをメモリ３０に書き込む。
【００３０】
　３１は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ、フラッ
シュメモリ等が用いられる。不揮発性メモリ３１には、システム制御回路５０の動作用の
定数、プログラム等が記憶される。ここでいう、プログラムとは、後述の各実施例におけ
る各種フローチャートを実行するためのプログラムのことである。
【００３１】
　３３は、システムは日付、時刻等の実時間を計時可能なリアルタイムクロックであり、
システムのメイン電源８６とは独立した電源を備え、メインの電源８６が入っていない期
間でも動作を続けることができる機能を有する。
【００３２】
　４０は絞り機能を備えるシャッター１２を制御する露光制御手段であり、フラッシュ４
８と連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。
【００３３】
　４２は撮影レンズ１０のフォーカシングを制御する測距制御手段、４４は撮影レンズ１
０のズーミングを制御するズーム制御手段、４６はバリアである保護手段１０２の動作を
制御するバリア制御手段である。
【００３４】
　４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機能も有する。
【００３５】
　露光制御手段４０、測距制御手段４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮像した
画像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御回路５
０が露光制御手段４０、測距制御手段４２に対して制御を行う。
【００３６】
　５４はシステム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用
いて動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示装置、スピーカー等の表示部である。表
示部５４はデジタルカメラ１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所設
置され、例えばＬＣＤやＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている。また、
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表示部５４は、その一部の機能が光学ファインダー１０４内に設置されている。
【００３７】
　表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、例えば以下のような
ものがある。単写／連写（連続撮影）表示、セルフタイマー表示、圧縮率表示、記録画素
数表示、記録枚数表示、残撮影可能枚数表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露
出補正表示、フラッシュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示。時計用
電池残量表示、電池残量表示、エラー表示、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２０
０及び２１０の着脱状態表示、通信Ｉ／Ｆ動作表示、日付け・時刻表示、外部コンピュー
タとの接続状態を示す表示、等。
【００３８】
　また、表示部５４の表示内容のうち、光学ファインダー１０４内に表示するものとして
は、例えば以下のようなものがある。合焦表示、撮影準備完了表示、手振れ警告表示、フ
ラッシュ充電表示、フラッシュ充電完了表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露
出補正表示、記録媒体書き込み動作表示、等。
【００３９】
　さらに、表示部５４の表示内容のうち、ＬＥＤ等に表示するものとしては例えば以下の
ようなものがある。合焦表示、撮影準備完了表示、手振れ警告表示、手振れ警告表示、フ
ラッシュ充電表示、フラッシュ充電完了表示、記録媒体書き込み動作表示、マクロ撮影設
定通知表示、二次電池充電状態表示、等。
【００４０】
　そして、表示部５４の表示内容のうち、ランプ等に表示するものとしては、例えば、セ
ルフタイマー通知ランプ、等がある。このセルフタイマー通知ランプは、ＡＦ補助光と共
用して用いても良い。
【００４１】
　６２はシャッタースイッチＳＷ１で、シャッターボタン６１の操作途中でＯＮとなり、
ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバラン
ス）処理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理等の動作開始を指示する。
【００４２】
　６４はシャッタースイッチＳＷ２で、シャッターボタン６１の操作完了でＯＮとなり、
撮像素子１４から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメモ
リ３０に画像データを書き込む露光処理の動作開始を指示する。同時に、画像処理回路２
０やメモリ制御回路２２での演算を用いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み出
し、圧縮・伸長回路３２で圧縮を行い、記録媒体２００或いは２１０に画像データを書き
込む記録処理という一連の処理の動作開始を指示する。また動画撮影の場合は動画撮影の
開始・停止を指示する。
【００４３】
　操作部７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる。具体的に例示すると以下の通りと
なる。メニューボタン、セットボタン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、
フラッシュ設定ボタン、単写／連写／セルフタイマー切り替えボタン、メニュー移動＋（
プラス）ボタン、メニュー移動－（マイナス）ボタン。再生画像移動＋（プラス）ボタン
、再生画像－（マイナス）ボタン、撮影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付／時間設
定ボタン。各種機能の選択及び切り替えを設定する選択／切り替えボタン、各種機能の決
定及び実行を設定する決定ボタン。画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定する表示ボタン
。撮影直後に撮影した画像データを自動再生するクイックレビュー機能を設定するクイッ
クレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチ。撮影時にズームと広角を調節する、あるいは再生時に
拡大／縮小を調節する、１画面表示／マルチ画面表示を切り替えるズーム操作部。ＪＰＥ
Ｇ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）圧縮の圧縮率
を選択するため、或いは撮像素子の信号をそのままデジタル化して記録媒体に記録するＣ
ＣＤＲＡＷモードを選択するための圧縮モードスイッチ。
【００４４】
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　６０はモード選択スイッチで、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮影モード、再
生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モードを切り替え設
定することが出来る。
【００４５】
　なお、本実施例の説明においては、特に、撮影モード、再生モード、プリントサービス
モードをデジタルカメラ１００が備える構成としている。
【００４６】
　８２はコネクタ、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池や
ＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる電源手
段である。
【００４７】
　８２はコネクタ、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池や
ＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ－ｉｏｎ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からな
る電源手段である。
【００４８】
　９０はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインタフェースであるメディア
コントローラ、９２はメモリカードやハードディスク等の記録媒体と接続を行うコネクタ
である。
【００４９】
　１０２は、デジタルカメラ１００の撮影レンズ１０を含む撮像部を覆う事により、撮像
部の汚れや破損を防止するバリアである保護手段である。
【００５０】
　１０４は光学ファインダーであり、画像表示部２８による電子ファインダー機能を使用
すること無しに、光学ファインダーのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光
学ファインダー１０４内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告
表示、フラッシュ充電表示、シャッタースピード表示、絞り値表示、露出補正表示などが
設置されている。
【００５１】
　１１０は通信手段で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳ
Ｉ、モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。
【００５２】
　１１２は通信手段１１０によりデジタルカメラ１００を他の機器と接続するコネクタ或
いは無線通信の場合はアンテナである。
【００５３】
　記録媒体２００は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、デジ
タルカメラ１００とのインタフェース２０４、デジタルカメラ１００と接続を行うコネク
タ２０６を備えている。なお、記録媒体２００は本実施例ではデジタルカメラ１００に内
蔵される構成として説明している。
【００５４】
　３０１はオーディオコントローラであり、システム制御回路５０の指示に応じて、メモ
リ３０内や、不揮発性メモリ内の音声データを、音声信号に変換する。その際に、オーデ
ィオコントローラ３０１は、音声のデータがエンコードされたデータや、圧縮されたデー
タである場合、エンコード方式に合わせてデコード、伸張を行い、Ｄ／Ａ変換して音声信
号に変換する。また、変換されたアナログ音声信号は、システム制御回路５０の指示に応
じてアンプ３０３により任意の音量に変更されスピーカ３０４より出力される。３０２は
コネクタである。
【００５５】
　［全体フロー］
　図２は、本実施形態のデジタルカメラ１００の全体的な動作を説明するフローチャート
である。
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【００５６】
　システム制御回路５０は、スタート後ステップＳ２００１においてモード選択スイッチ
６０の状態を判定し、撮影モードが選択されている場合はステップＳ２００２へ進み、再
生が選択されている場合はステップＳ２１０１に進む。
【００５７】
　撮影が選択されている場合に、ステップＳ２００２において画像の撮影処理が選択され
ているか否かの判定を行い、撮影が選択されていれば、ステップＳ２００３に進む。
【００５８】
　システム制御回路５０は、ステップＳ２００３において、撮影が連続撮影であるか否か
を判定し、撮影が連続撮影であれば、ステップＳ２００４に、そうでない場合はステップ
Ｓ２００５に進む。
【００５９】
　ステップＳ２００４の連続撮影処理、ステップＳ２００５の撮影処理の詳細は、後述す
る。
【００６０】
　次に、システム制御回路５０は、ステップＳ２００６においてシステムの終了が選択さ
れているか否かを判定し、システムの終了が選択されている場合は終了し、システムの終
了が選択されていない場合はステップＳ２００１に戻って処理を継続する。
【００６１】
　ステップＳ２００１において再生が選択されている場合はステップＳ２１０１に進み、
記録媒体２００に格納されている画像の画像再生処理を行う。画像再生処理の具体的な説
明は後述する。
【００６２】
　＜実施例１＞
　実施例１では、各撮影動作の開始の際に前回撮影動作の終了に連動して発音された第２
の効果音が発音中であれば、第２の効果音を停止して、撮影動作の開始を示す第１の効果
音を発音する例を説明する。本実施例では、各撮影動作の開始と終了を、各露光の開始と
終了として説明する。
【００６３】
　［連続撮影処理］
　図３に図２のステップＳ２００４における連続撮影処理のフローチャートを示す。連続
撮影処理は、シャッタースイッチＳＷ２の１度の操作で複数回の撮影を行う、いわゆる連
写撮影の処理である。
【００６４】
　ここで、本発明では、撮影動作に連動して、第１の効果音（例えば「カッ」）と第２の
効果音（例えば「シャ」）を発音する。第１の効果音と第２効果音はそれぞれ銀塩カメラ
のシャッターの開音、閉音を模した音声である。これは１回の撮影動作、例えば１回の露
光の開始と終了のタイミングをユーザに通知するものであって、音色は銀塩カメラのシャ
ッターの開音、閉音を模したものに限らずとも良い。また、第１の効果音、第２の効果音
の音声データのデータ形式は、ＰＣＭ形式の音声データ、ＭＰ３などの各種圧縮形式の音
声データなど、様々な音声データ形式が考えられるが、本発明ではそのうちどの音声デー
タ形式を利用してもよい。
【００６５】
　図３の連続撮影処理について説明する。図２のステップＳ２００３で現在連続撮影中で
あると判定されステップＳ２００４へ進むと、図３の連続撮影処理に入る。ステップＳ３
００１においてまず、システム制御回路５０は連続撮影処理が処理中であるか否かを判定
する。本実施例では、シャッタースイッチＳＷ２がＯＮである間は連続撮影処理中である
と判定する。連続撮影処理中であれば、ステップＳ３００２に進み、そうでない場合は、
連続撮影処理を終了する。このステップＳ３００１では、図２のステップＳ２００３で現
在連続撮影中であると判定されてから初めてステップＳ３００１に進んだ場合は連続撮影
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中であるのでステップＳ３００２に進む。後述するステップＳ３０１４から再びこのステ
ップＳ３００１に進んだ場合はシャッタースイッチＳＷ２がＯＦＦになり連続撮影処理が
終了した場合もあるので、ステップＳ３００１で連続撮影処理中か否かを判定して、連続
処理中で無ければ処理を抜ける。
【００６６】
　ステップＳ３００２において、システム制御回路５０はＡＦ処理、ＡＥ処理などの撮影
を行うための撮影準備処理を行い、撮影準備処理が終了するとステップＳ３００３に進む
。
【００６７】
　ステップＳ３００３において、システム制御回路５０は露光制御手段４０を経由して、
シャッター１２を制御し、撮像素子１４の露光を開始する。
【００６８】
　露光を開始すると次に、ステップＳ３００４においてシステム制御回路５０は、オーデ
ィオコントローラ３０１において、一回の撮影動作の終了を示す第２の効果音が発音中で
あるかどうかを判定する。第２の効果音が発音中であると判定した場合は、ステップＳ３
００５に進み、第２の効果音が発音中でないと判定した場合は、ステップＳ３００６に進
む。このステップＳ３００４では、連続撮影処理に入ってから２回目以降の撮影において
は、撮影間隔が短い場合には前回の撮影動作の終了を示す第２の効果音がまだ発音中であ
る可能性がある。また、連続撮影処理に入ってから１回目の撮影であっても、連続撮影処
理に入る以前に最後に撮影した時からの期間が短ければ、前回の撮影動作の終了を示す第
２の効果音がまだ発音中である可能性がある。
【００６９】
　ステップＳ３００５において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１
を介して現在発音中の第２の効果音の発音を中断して停止する。ここで前回の撮影動作の
終了を示す第２の効果音を停止させることによって、第２の効果音の再生長と読み出し時
間に関係なく、撮影開始のタイミングに正確に合わせて第１の効果音を発音することがで
きる。なお、効果音の再生長とは、効果音の音声データを中断することなく最後まで再生
した場合の再生時間のことである。
【００７０】
　ステップＳ３００６において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１
を介して撮影動作の開始を示す第１の効果音（ここでは露光開始を示す）の発音処理を行
う。この発音処理は、不揮発性メモリ３１や、記録媒体２００にあらかじめ第１の効果音
として記録された音声データを読み出して処理を行う。オーディオコントローラ３０１は
、第１の効果音の発音時間が終了すると発音を終了する。この第１の効果音の再生長は、
露光期間に比較して十分に短いものとし、システム制御回路５０は第１の効果音の発音の
終了を待つ必要がないものとする。
【００７１】
　ステップＳ３００７おいて、システム制御回路５０は、露光処理が継続しているかどう
かを判定し、露光処理が終了するまで処理を繰り返す。露光処理が終了した場合、システ
ム制御回路５０は、露光制御手段４０を経由してシャッター１２を制御し、撮像素子１４
の露光を終了する。露光処理が終了するとステップＳ３００８へ進む。
【００７２】
　ステップＳ３００８において、システム制御回路５０はメモリ制御回路２２を介して、
撮像素子１４よりメモリ３０の任意の位置にデータの読み出しを開始する。
【００７３】
　ステップＳ３００９において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１
を介して第２の効果音の発音処理を行う。この第２の効果音は一回の撮影動作の終了を示
す効果音であり、本実施例では露光処理終了とステップＳ３００８の読み出し開始とに連
動している。この発音処理は、不揮発性メモリ３１や、記録媒体２００にあらかじめ第２
の効果音として記録された音声データを読み出して処理を行う。続いてステップＳ３０１
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０に進むが、ステップＳ３００９で開始した第２の効果音の発音処理は第２の効果音の発
音時間が終了するか、ステップＳ３００５に進むまで並行して行われる。オーディオコン
トローラ３０１は、第２の効果音の発音時間が終了すると発音を終了する。
【００７４】
　ステップＳ３０１０において、システム制御回路５０はステップＳ３００８で開始され
た撮像素子１４よりのデータの読み出しの終了待ちを行う。読み出しが終了するとステッ
プＳ３０１１へ進み、読み出した画像を保存に適したデータ形式に変換する。ここで、保
存に適したデータ形式は、ＪＰＥＧなどの圧縮形式、ＣＲＡＷなどのデータ形式が考えら
れるが、いずれの形式の場合でも本発明の実現には影響しない。
【００７５】
　次にステップＳ３０１２において、システム制御回路５０は撮影した画像のレビュー表
示を行うか否かを判定し、レビュー表示を行う場合はステップＳ３０１３に進んでレビュ
ー表示を行い、レビュー表示を行わない場合はステップＳ３０１４に進む。ここで、レビ
ュー表示を行うか否かの判定は、あらかじめ操作部７０によってユーザにより設定されて
いるか否かの要因や、連続撮影の場合の撮影タイミングなどの要因によって判定されるが
、いずれの判定方法の場合でも本発明の実現には影響しない。
【００７６】
　ステップＳ３０１４において、システム制御回路５０は不揮発性メモリ３１または、メ
ディアコントローラ９０を介して記録媒体２００に保存用に生成した画像データを保存す
る。
【００７７】
　画像の保存処理が終了すると、再度ステップＳ３００１に進み、連続撮影処理が処理中
であるか否かを判定する。連続撮影処理中であれば、ステップＳ３００２に進みステップ
Ｓ３００２～ステップＳ３０１４の処理を再び行う。連続撮影処理中でない場合は、処理
を終了する。
【００７８】
　図５に、図３による連続撮影処理を行った場合のカメラでの動作状況を示すシーケンス
図を示す。
【００７９】
　図５（ａ）は各露光終了から次回露光開始までの期間（この例では読み出し期間５０２
と同等）が第２の効果音の再生長より短かった場合のシーケンスである。露光を開始する
と第１の効果音５０３の発音処理を行い、露光期間５０１経過後の露光終了に連動して第
２の効果音５０４の発音処理を行う。第２の効果音５０４の再生長は読み出し期間５０２
より長いので、最後を除く撮影動作では読み出し期間５０２経過後の次回露光開始時には
第２の効果音の発音処理を中断して停止し、第１の効果音５０３の発音処理を開始する。
第２の効果音の再生長と各露光終了から次回露光開始までの期間（この例では読み出し期
間５０２と同等）との差が第２の効果音発音停止５０５である。このように、本実施例に
拠れば第２の効果音の再生時間に比べて露光動作の終了から次回露光動作の開始までの期
間が短い場合でも、第１の効果音と第２の効果音を露光動作の開始と終了にそれぞれ連動
させて発音することが可能である。このため、ユーザに１回の撮影動作の開始と終了を音
で通知することができる。
【００８０】
　図５（ｂ）は各露光終了から次回露光開始までの期間が第２の効果音の再生時間より十
分に長い場合のシーケンスである。図５（ｃ）は画像の読み出し時間が第２の効果音の再
生時間より十分に長い場合のシーケンスである。いずれの場合も各露光動作の終了から次
回露光動作の開始までの期間が第２の効果音５０４より長いため、露光動作の開始時に前
回の露光動作の終了を示す第２の効果音が発音されていることは無く、第２の効果音は途
中で停止されることは無い。この場合も、図５（ａ）と同様に第１の効果音と第２の効果
音を露光動作の開始と終了にそれぞれ連動させて発音することが可能であり、ユーザに１
回の撮影動作の開始と終了を音で通知することができる。
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【００８１】
　このように、本実施例の連続撮影処理においては、各撮影動作の終了から次回撮影動作
の開始までの期間が異なる場合にも同じ制御の手順により第１の効果音と第２の効果音を
撮影動作の開始と終了にそれぞれ連動させて発音することが可能である。これによりユー
ザに１回の撮影動作の開始と終了を音で通知することができる。
【００８２】
　［撮影処理］
　次に、図２のステップＳ２００５における撮影処理を説明する。撮影処理は、シャッタ
ースイッチＳＷ２の１度の操作で１回の撮影を行う、いわゆる単写撮影の処理である。図
４は図２のステップＳ２００５における撮影処理のフローチャートである。
【００８３】
　ステップＳ４００１において、システム制御回路５０はＡＦ処理、ＡＥ処理などの撮影
を行うための撮影準備処理を行い、撮影準備処理が終了するとステップＳ４００２に進む
。
【００８４】
　ステップＳ４００２において、システム制御回路５０は露光制御手段４０を経由して、
シャッター１２を制御し、撮像素子１４へ露光を開始する。
【００８５】
　露光を開始すると次に、ステップＳ４００３においてシステム制御回路５０は、オーデ
ィオコントローラ３０１において、一回の撮影動作の終了を示す第２の効果音が発音中で
あるかどうかを判定する。第２の効果音が発音中であると判定した場合は、ステップＳ４
００４に進み、第２の効果音が発音中でないと判定した場合は、ステップＳ４００５に進
む。このステップＳ４００３では、連続撮影処理中である可能性は無いが、この撮影処理
フローに入る以前の最後に撮影した時からの期間が短ければ、前回の撮影動作の終了を示
す第２の効果音がまだ発音中である可能性がある。
【００８６】
　ステップＳ４００４において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１
を介して現在発音中の第２の効果音の発音を中断して停止する。ここで前回の撮影動作の
終了を示す第２の効果音を停止させることによって、第２の効果音の再生長と読み出し時
間に関係なく、撮影開始のタイミングに正確に合わせて第１の効果音を発音することがで
きる。
【００８７】
　ステップＳ４００３で第２の効果音が発音中でないと判定された場合と、ステップＳ４
００４で第２の効果音の発音を停止した場合は、ステップＳ４００５に進む。ステップＳ
４００５において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１を介して撮影
動作の開始を示す第１の効果音（本実施例では露光開始を示す）の発音処理を行う。この
発音処理は、不揮発性メモリ３１や、記録媒体２００にあらかじめ第１の効果音として記
録された音声データを読み出して処理を行う。オーディオコントローラ３０１は、第１の
効果音の発音時間が終了すると発音を終了する。この第１の効果音は、露光期間に比較し
て十分に短いものとし、システム制御回路は第１の効果音の発音の終了を待つ必要がない
ものとする。
【００８８】
　ステップＳ４００６～Ｓ４０１３については、図３のステップＳ３００７～Ｓ３０１４
と同様であるので説明を省略する。
【００８９】
　図４による撮影処理を複数回続けて行った場合のカメラでの動作状況を示すシーケンス
図も、図３による連続撮影処理と同様に図５のようになる。図５については前述した内容
と同様である。
【００９０】
　このように本実施例の撮影処理においては、撮影処理を複数回行った場合でも各撮影動
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作の終了から次回撮影動作の開始までの期間によらず同じ制御の手順により第１の効果音
と第２の効果音を撮影動作の開始と終了にそれぞれ連動させて発音することができる。こ
れによりユーザに１回の撮影動作の開始と終了を音で通知することが可能となる。
【００９１】
　なお、本実施例においては、撮影動作の開始と終了として露光の開始と終了を例として
説明したが、撮影動作の開始と終了とみなしてユーザに音で通知するものとしては露光に
限らなくてもよい。撮影動作の開始に相当するものの例としては露光の開始以外に、シャ
ッタースイッチＳＷ２による撮影の一連の動作の開始指示等が考えられる。また、撮影動
作の終了に相当するものの例としては露光の終了以外に、前述した読み出しの開始、読み
出した画像データの現像処理の開始又は終了、圧縮、記録等の一連の処理の各タイミング
が考えられる。
【００９２】
　＜実施例２＞
　実施例２では、各撮影動作の開始の際に前回の撮影動作の終了に連動して発音された第
２の効果音が発音中であれば、撮影動作の開始を示す第１の効果音の発音を取りやめる例
を説明する。本実施例では、各撮影動作の開始と終了を、各露光の開始と終了として説明
する。
【００９３】
　［連続撮影処理］
　図６に図２のステップＳ２００４における連続撮影処理の実施例２におけるフローチャ
ートを示す。
【００９４】
　ステップＳ６００１～Ｓ６００３の処理は図３のＳ３００１～Ｓ３００３と同様である
ので説明を省略する。
【００９５】
　ステップＳ６００４においてシステム制御回路５０は、オーディオコントローラ３０１
において、第２の効果音が発音中であるかどうかを判定する。第２の効果音が発音中でな
いと判定した場合は、ステップＳ６００５に進む。ステップＳ６００５においては第２の
効果音が発音中ではないため、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１を
介して第１の効果音の発音処理を行う。この発音処理は、不揮発性メモリ３１や、記録媒
体２００にあらかじめ第１の効果音として記録された音声データを読み出して処理を行う
。この第１の効果音は、露光期間に比較して十分に短いものとし、システム制御回路は第
１の効果音の発音の終了を待つ必要がないものとする。
【００９６】
　一方ステップＳ６００４で第２の効果音が発音中であると判定した場合は、ステップＳ
６００６に進み、第１の効果音の発音処理は行わない。ここで第１の効果音の発音を取り
やめることによって、第２の効果音の再生長が前回の露光の終了時から今回の露光の開始
時までの期間より長くても、露光を開始することができる。
【００９７】
　ステップＳ６００４で第２の効果音が発音中であると判定されるか、ステップＳ６００
５で第１の効果音の発音処理を行うとステップＳ６００６へ進む。ステップＳ６００６お
いて、システム制御回路５０は露光処理が継続しているかどうかを判定し、露光処理が終
了するまで処理を繰り返す。
【００９８】
　ステップＳ６００７～Ｓ６０１３は、図３のステップＳ３００８～Ｓ３０１４と同様の
処理なので説明を省略する。
【００９９】
　ステップＳ６０１３で画像の保存処理が終了すると、再度ステップＳ６００１に進み、
連続撮影処理が処理中であるか否かを判定する。連続撮影処理中であれば、ステップＳ６
００２に進みステップＳ６００２～ステップＳ６０１３の処理を再び行う。連続撮影処理
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中でない場合は、処理を終了する。
【０１００】
　図８に、図６による連続撮影処理を行った場合のカメラでの動作状況を示すシーケンス
図を示す。
【０１０１】
　図８（ａ）は各露光終了から次回露光開始までの期間（この例では読み出し期間８０２
と同等）が第２の効果音８０４の再生長より短かった場合のシーケンスである。露光を開
始すると第１の効果音８０３の発音処理を行い、露光期間８０１経過後の露光終了に連動
して第２の効果音８０４の発音処理を行う。第２の効果音８０４の再生長は読み出し期間
８０２より長いので、最後を除く撮影動作では読み出し期間８０２経過後の次回露光開始
時には第２の効果音８０４の発音処理は終了しておらず、そのため第１の効果音８０３の
発音処理は行わない。このような場合でも、図８（ａ）に示すとおり各露光終了時には毎
回第２の効果音８０４が発音されるため、ユーザに各露光終了時の間隔で示される撮影間
隔を音で通知することができる。さらに、第２の効果音８０４の発音中に次の露光が始ま
っても第２の効果音の発音が中断される事がなく、違和感なくユーザに撮影間隔を音で通
知することができる。
【０１０２】
　図８（ｂ）は各露光終了から次回露光開始までの期間が第２の効果音８０４の再生長よ
り十分に長い場合のシーケンスである。図８（ｃ）は画像の読み出し時間８０２が第２の
効果音８０４の再生長より十分に長い場合のシーケンスである。いずれの場合も各露光終
了から次回露光開始までの期間が第２の効果音８０４より長いため、露光の開始時に前回
の露光終了を示す第２の効果音が発音されていることは無く、第１の効果音の発音が停止
されることは無い。この場合は第１の効果音と第２の効果音を露光の開始と終了にそれぞ
れ連動させて発音することが可能であり、ユーザに１回の撮影動作の開始と終了を音で通
知することができる。この場合も、各露光終了時には毎回第２の効果音が発音されるため
、ユーザに各露光終了時の間隔で示される撮影間隔を音で通知することができる。また、
各露光開始時には毎回第１の効果音が発音されるため、ユーザに各露光開始時の間隔で示
される撮影間隔を音で通知することができる。
【０１０３】
　このように、本実施例の連続撮影処理においては、撮影間隔が異なる場合にも第２の効
果音の発音が中断される事がなく、違和感なくユーザに撮影間隔を音で通知することがで
きる。
【０１０４】
　［撮影処理］
　次に、図２のステップＳ２００５における撮影処理を説明する。撮影処理は、シャッタ
ースイッチＳＷ２の１度の操作で１回の撮影を行う、いわゆる単写撮影の処理である。図
７は図２のステップＳ２００５における実施例２の撮影処理のフローチャートである。
【０１０５】
　ステップＳ７００１において、システム制御回路５０はＡＦ処理、ＡＥ処理などの撮影
を行うための撮影準備処理を行い、撮影準備処理が終了するとステップＳ７００２に進む
。
【０１０６】
　ステップＳ７００２において、システム制御回路５０は露光制御手段４０を経由して、
シャッター１２を制御し、撮像素子１４へ露光を開始する。
【０１０７】
　露光を開始すると次に、ステップＳ７００３においてシステム制御回路５０は、オーデ
ィオコントローラ３０１において、一回の撮影動作の終了を示す第２の効果音が発音中で
あるかどうかを判定する。このステップＳ７００３では、連続撮影処理中である可能性は
無いが、この撮影処理フローに入る以前の最後に撮影した時からの期間が短ければ、前回
の撮影動作の終了を示す第２の効果音がまだ発音中である可能性がある。ステップＳ７０
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０３で第２の効果音が発音中でないと判定した場合は、ステップＳ７００４に進む。ステ
ップＳ７００４においては第２の効果音が発音中ではないため、システム制御回路５０は
オーディオコントローラ３０１を介して第１の効果音の発音処理を行う。この発音処理は
、不揮発性メモリ３１や、記録媒体２００にあらかじめ第１の効果音として記録された音
声データを読み出して処理を行う。この第１の効果音は、露光期間に比較して十分に短い
ものとし、システム制御回路は第１の効果音の発音の終了を待つ必要がないものとする。
【０１０８】
　一方ステップＳ７００３で第２の効果音が発音中であると判定した場合は、ステップＳ
７００５に進み、第１の効果音の発音処理は行わない。ここで第１の効果音の発音を取り
やめることによって、第２の効果音の再生長が前回の撮影動作の終了時から今回の撮影動
作の開始時までの期間より長くても、露光を開始することができる。
【０１０９】
　ステップＳ７００３で第２の効果音が発音中であると判定されるか、ステップＳ７００
４で第１の効果音の発音処理を行うとステップＳ７００５へ進む。ステップＳ７００５お
いて、システム制御回路５０は露光処理が継続しているかどうかを判定し、露光処理が終
了するまで処理を繰り返す。
【０１１０】
　ステップＳ７００６～Ｓ７０１２は、図３のステップＳ３００８～Ｓ３０１４と同様の
処理なので説明を省略する。
【０１１１】
　図７による撮影処理を複数回続けて行った場合のカメラでの動作状況を示すシーケンス
図も、図６による連続撮影処理と同様に図８のようになる。図８については前述した内容
と同様である。
【０１１２】
　このように、本実施例の撮影処理においては、撮影処理を複数回行った場合においても
、撮影間隔によらず第２の効果音の発音が中断される事がなく、違和感なくユーザに撮影
間隔を音で通知することができる。
【０１１３】
　なお、本実施例においては、撮影動作の開始と終了として露光の開始と終了を例として
説明したが、撮影動作の開始と終了とみなしてユーザに音で通知するものとしては露光に
限らなくてもよい。撮影動作の開始に相当するものの例としては露光の開始以外に、シャ
ッタースイッチＳＷ２による撮影の一連の動作の開始指示等が考えられる。また、撮影動
作の終了に相当するものの例としては露光の終了以外に、前述した読み出しの開始、読み
出した画像データの現像処理の開始又は終了、圧縮、記録等の一連の処理の各タイミング
が考えられる。
【０１１４】
　ここで、実施例２によるフローチャートと、実施例１によるフローチャートを場合によ
って使い分ける構成としても良い。例えば連続撮影中に、図３のＳ３００４あるいは図６
のＳ６００４での判定で第２の効果音が発音中であると判定した場合に、第２の効果音が
所定時間以上発音済みか否かを判定する。所定時間以上発音済みであれば実施例１のフロ
ーチャートである図３に従い、現在発音中の第２の効果音の発音を中断して停止し、第１
の効果音の発音処理を行う。一方、所定時間以上発音済みでないと判定されれば実施例２
のフローチャートである図６に従い、第２の効果音はそのまま発音し続け、第１の効果音
の発音を取りやめる。ここで、所定時間は、第２の効果音が鳴ったかどうか人間の耳で十
分判定することが可能である時間として予め設定された時間とする。このように、撮影動
作終了から次回撮影動作開始までの期間が、第２の効果音を発音しても聞き取れないほど
短い場合は第１の効果音の発音を取りやめ、そうでない場合は双方の発音処理を行う。こ
のように構成することにより効率的な効果音の発音処理が可能となる。
【０１１５】
　＜実施例３＞
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　実施例３では、露光終了から次回露光開始までの期間が予め取得可能な場合に、露光終
了から次回露光開始までの期間に要する時間に応じて、第２の効果音の発音処理の開始の
タイミングを制御する例について説明する。露光終了から次回露光開始までの期間に要す
る時間が予め取得可能な例としては、例えば予めユーザあるいは撮影条件により撮影間隔
と露光期間が設定される場合に、撮影間隔から露光期間をひくことで算出可能である。ま
た、撮影間隔が不定であっても、露光終了から次回露光開始までの期間が撮像素子１４か
らの読み出し期間と同等の場合は、読み出し期間が固定であれば露光終了から次回露光開
始までの期間が予め取得可能である。以下、露光終了から次回露光開始までの期間が撮像
素子１４からの読み出し期間と同等で、固定の期間である場合の例ついて説明する。
【０１１６】
　［連続撮影処理］
　図９に図２のステップＳ２００４における連続撮影処理の実施例３におけるフローチャ
ートを示す。
【０１１７】
　ステップＳ９００１～Ｓ９００３の処理は図３のＳ３００１～Ｓ３００３と同様である
ので説明を省略する。
【０１１８】
　ステップＳ９００４において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１
を介して第１の効果音の発音処理を行う。この発音処理は、不揮発性メモリ３１や、記録
媒体２００にあらかじめ第１の効果音として記録された音声データを読み出して処理を行
う。この第１の効果音は、露光期間に比較して十分に短いものとし、システム制御回路は
第１の効果音の発音の終了を待つ必要がないものとする。
【０１１９】
　ステップＳ９００５において、システム制御回路５０は読み出し期間が第２の効果音の
再生長より長いか否かを判定する。読み出し期間の方が長いと判定するとステップＳ９０
０６に進み、第２の効果音の再生長の方が長いと判定するとステップＳ９００８へ進む。
【０１２０】
　ステップＳ９００６おいて、システム制御回路５０は、露光処理が継続しているかどう
かを判定し、露光処理が終了するまで処理を繰り返す。露光処理が終了した場合、システ
ム制御回路５０は、露光制御手段４０を経由してシャッター１２を制御し、撮像素子１４
の露光を終了する。露光処理が終了するとステップＳ９００７へ進む。
【０１２１】
　ステップＳ９００７において、システム制御回路５０はオーディオコントローラ３０１
を介して第２の効果音の発音処理を行う。この第２の効果音は一回の撮影動作の終了を示
す効果音であり、ここでは露光処理終了と後述するステップＳ９０１１の読み出し開始に
連動している。この発音処理は、不揮発性メモリ３１や、記録媒体２００にあらかじめ第
２の効果音として記録された音声データを読み出して処理を行う。オーディオコントロー
ラ３０１は、第２の効果音の発音時間が終了すると発音を終了する。このステップＳ９０
０７において発音処理を開始された第２の効果音の再生長は読み出し期間に比べて短いた
め、次回露光開始までには終了し、次回露光開始時に発音処理が続いていることはない。
【０１２２】
　一方、ステップＳ９００８において、システム制御回路５０は第２の効果音の再生長と
読み出し期間の差分を計算する。
【０１２３】
　ステップＳ９００９において、システム制御回路５０は露光終了よりステップＳ９００
８で計算した差分だけ早いタイミングで第２の効果音の発音処理を開始する。この発音処
理は、不揮発性メモリ３１や、記録媒体２００にあらかじめ第２の効果音として記録され
た音声データを読み出して処理を行う。オーディオコントローラ３０１は、第２の効果音
の発音時間が終了すると発音を終了する。このステップＳ９００９において発音処理を開
始された第２の効果音の再生長は読み出し期間よりも長い。しかし露光終了よりステップ
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Ｓ９００８で計算した差分だけ早いタイミングで発音処理を開始することによって、読み
出し期間の終了に合わせて第２の効果音の発音処理を終えることができ、次回露光開始時
まで発音処理が続いていることはない。
【０１２４】
　ステップＳ９０１０おいて、システム制御回路５０は、露光処理が継続しているかどう
かを判定し、露光処理が終了するまで処理を繰り返す。露光処理が終了した場合、システ
ム制御回路５０は、露光制御手段４０を経由してシャッター１２を制御し、撮像素子１４
の露光を終了する。露光処理が終了するとステップＳ９０１１へ進む。
【０１２５】
　ステップＳ９０１１では、システム制御回路５０はメモリ制御回路２２を介して、撮像
素子１４よりメモリ３０の任意の位置にデータの読み出しを開始する。
【０１２６】
　ステップＳ９０１２において、システム制御回路５０は撮像素子１４よりデータの読み
出しの終了待ちを行う。読み出しが終了するとステップＳ９０１３に進む。
【０１２７】
　ステップＳ９０１３～Ｓ９０１６の処理は図３のステップＳ３０１１～Ｓ３０１４と同
様の処理なので説明を省略する。
【０１２８】
　図１０に、図９による連続撮影処理を行った場合のカメラでの動作状況を示すシーケン
ス図を示す。
【０１２９】
　図１０（ａ）は読み出し期間が第２の効果音の再生長より長い場合のシーケンスである
。露光を開始すると第１の効果音１００３の発音処理を行い、露光期間１００１経過後の
露光終了に連動して第２の効果音１００４の発音処理を行う。読み出し期間１００２は第
２の効果音１００４の再生長より長いので、読み出し期間１００２の間に第２の効果音の
発音処理は終了し、次回露光開始時の第１の効果音の発音処理開始には影響を与えない。
【０１３０】
　図１０（ｂ）は第２の効果音の再生長が読み出し期間より長い場合のシーケンスである
。露光を開始すると第１の効果音１００３の発音処理を行う。次に、第２の効果音１００
５の再生長と読み出し期間１００２との差１００６を算出し、露光が終了するより算出し
た差１００６だけ早いタイミングで第２の効果音１００５の発音処理を開始する。これに
より読み出し期間１００２の終了とともに第２の効果音１００５の発音処理も終了し、次
回撮影動作開始時の第１の効果音の発音処理開始には影響を与えない。
【０１３１】
　本実施例によれば、露光終了から次回露光開始までの期間によらず同じ制御の手順によ
り第１の効果音と第２の効果音を中断することなく発音することが可能である。これによ
りユーザに１回の撮影動作の開始と終了を違和感なく音で通知することができる。本実施
例においては連続撮影処理を例に挙げて説明したが、本発明は露光終了から次回露光開始
までの期間と、第２の効果音の再生長と、露光期間が予め取得可能な撮影方法であれば適
用可能であり、連続撮影処理に限るものではない。
【０１３２】
　なお、本実施例においては、撮影動作の開始と終了として露光の開始と終了を例として
説明したが、撮影動作の開始と終了とみなしてユーザに音で通知するものとしては露光に
限らなくてもよい。撮影動作の開始に相当するものの例としては露光の開始以外に、シャ
ッタースイッチＳＷ２による撮影の一連の動作の開始指示等が考えられる。また、撮影動
作の終了に相当するものの例としては露光の終了以外に、前述した読み出しの開始、読み
出した画像データの現像処理の開始又は終了、圧縮、記録等の一連の処理の各タイミング
が考えられる。
【０１３３】
　＜他の実施例＞
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　撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間を予め取得可能ならば、予め不揮発性メ
モリ３１などに再生長の異なるの複数の第２の効果音を保持しておき、取得した撮影動作
終了から次回撮影動作開始までの期間に合わせて第２の効果音を選択するようにしてもよ
い。このようにすれば撮影動作終了のタイミングから発音処理を開始しても次回撮影動作
開始までには発音処理が終わる再生長の第２の効果音を選択することができる。そのため
第２の効果音を撮影動作の終了に連動させ、かつ中断することなく発音させることができ
、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間によらず違和感なくユーザに撮影動作終
了のタイミングを音で通知することができる。
【０１３４】
　同様に撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間を予め取得可能ならば、同一の第
２の効果音を時短再生をすることにより、取得した撮影動作終了から次回撮影動作開始ま
での期間に合わせた期間で発音処理が終了するように再生してもよい。時短再生とは音程
を変えずに再生スピードを変更する再生方法のことである。このようにしても第２の効果
音を撮影動作の終了に連動させ、かつ中断することなく発音させることができ、撮影動作
終了から次回撮影動作開始までの期間によらず違和感なくユーザに撮影動作終了のタイミ
ングを音で通知することができる。
【０１３５】
　また、予め不揮発性メモリ３１などに第３の効果音を保持しておき、撮影動作終了から
次回撮影動作開始までの期間及び撮影間隔が著しく短い連続撮影の場合には第１の効果音
と第２の効果音は発音せず、第３の効果音を発音し続けるようにしても良い。例えば、連
続撮影処理のうち最初の撮影動作開始に連動して第３の効果音としてメロディ等の発音を
開始し、各撮影動作の開始と終了には連動させずに第３の効果音を発音し続ける。連続撮
影処理のうち最後の撮影動作が終了したと判定されると連動して第３の効果音の発音処理
を終了する。このようにすれば各撮影動作の開始と終了のタイミングをユーザに通知する
ことは出来ないが、連続撮影処理の開始と終了のタイミングと、連続撮影処理中である旨
をユーザに音で通知することができる。撮影間隔が著しく短くなると各撮影動作の開始と
終了を示す第１の効果音や第２の効果音は１回の撮影動作に収まりきらなくなり、中断し
たり発音のタイミングをずらしたりという処理が必要になるが、このようにすれば簡単な
構成で連続撮影中である旨を通知できる。また、撮影間隔等の条件によらず、連続撮影処
理の場合は常に第１の効果音と第２の効果音は発音せず、第３の効果音を発音し続けるよ
うにしても良い。なお、連続撮影処理の最初の撮影動作の開始には第１の効果音の発音処
理を連動させ、連続撮影中は第３の効果音を発音し続け、連続撮影処理のうち最後の撮影
動作の終了に連動させて第２の効果音を発音するようにしてもよい。
【０１３６】
　また、２音を重ねて発音することが可能なシステムの場合は、撮影動作の開始時に前回
撮影動作終了の際の第２の効果音が発音処理中であった場合、第２の効果音の発音終了を
待たずに、撮影動作開始のタイミングで第１の効果音の発音を重ねて開始しても良い。こ
のようにすれば、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間より第２の効果音の方が
長い場合に連続的な撮影を行っても、撮影動作の開始と終了にそれぞれ連動した効果音の
出力をすることが可能となる。すなわち第２の効果音を撮影動作の終了に連動させ、かつ
中断することなく発音させることができ、撮影動作終了から次回撮影動作開始までの期間
によらず違和感なくユーザに撮影動作終了のタイミングを音で通知することができる。
【０１３７】
　なお、上述した実施の形態の処理は、各機能を具現化したソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体をシステム或いは装置に提供してもよい。そして、そのシステム
或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコ
ードを読み出し実行することによって、前述した実施形態の機能を実現することができる
。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。このようなプログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フ
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ロッピィ（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスクなどを用
いることができる。或いは、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカ
ード、ＲＯＭなどを用いることもできる。
【０１３８】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した各
実施の形態の機能が実現されるだけではない。そのプログラムコードの指示に基づき、コ
ンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部
又は全部を行い、その処理によって前述した各実施例の機能が実現される場合も含まれて
いる。
【０１３９】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書きこまれ
てもよい。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡
張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前
述した各実施の形態の機能が実現される場合も含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】（ａ）本発明の一実施例のとしてのデジタルカメラの外観図である。（ｂ）本発
明の一実施例のとしてのデジタルカメラの構成ブロック図である。
【図２】本発明の一実施例のとしてのデジタルカメラの全体的な動作を説明するフローチ
ャートである。
【図３】実施例１における連続撮影処理のフローチャートである。
【図４】実施例１における撮影処理のフローチャートである。
【図５】実施例１における動作状況のシーケンス図である。
【図６】実施例２における連続撮影処理のフローチャートである。
【図７】実施例２における撮影処理のフローチャートである。
【図８】実施例２における動作状況のシーケンス図である。
【図９】実施例３における連続撮影処理のフローチャートである。
【図１０】実施例３における動作状況のシーケンス図である。
【符号の説明】
【０１４１】
　１０　撮影レンズ
　１２　シャッター
　１４　撮像素子
　１８　タイミング発生回路
　２０　画像処理回路
　２２　メモリ制御回路
　２４　画像表示メモリ
　２８　画像表示部
　３０　メモリ
　３２　画像圧縮・伸長回路
　４０　露光制御手段
　４２　測距制御手段
　４４　ズーム制御手段
　４６　バリア制御手段
　５０　システム制御回路
　５４　表示部
　３１　不揮発性メモリ
　６０　モード選択スイッチ
　６１　シャッターボタン
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　６２　シャッタースイッチＳＷ１
　６４　シャッタースイッチＳＷ２
　６６　画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ
　６８　クイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチ
　７０　操作部
　１００　デジタルカメラ
　１１２　コネクタ（またはアンテナ）
　２００　記録媒体
　２０２　記録部
　２０４　インタフェース
　２０６　コネクタ
　３０１　オーディオコントローラ
　３０２　コネクタ
　３０３　アンプ
　３０４　スピーカ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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